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特集にあたってʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ๺ཬ大ֶҩֶ部ਫ਼ਆՊ主೚ڭत　　ٶԬ　　౳

うつ状態ɿݪ因の考え方と対応ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ๺ཬ大ֶҩֶ部ਫ਼ਆՊ主೚ڭत　　ٶԬ　　౳

うつ病診断に໾立つ日が近いόイΦϚーカー 
　ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜѪඤ大ֶ大ֶӃҩֶڀݚܥՊਫ਼ਆਆ経Պֶ।ڭत　　ҏլ　३一

抗うつༀが本当にޮくうつ病ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜҍྛ大ֶҩֶ部ਫ਼ਆਆ経Պֶࢣߨ　　௶Ҫ　࢚و

認知行動療法のద応となるうつ状態ʜʜʜʜʜҩ療法人࿨ָձなごやメンタϧΫリχッΫӃ௕　　ݪҪ　໌޺

৬Ҭのうつ病ɿٳんで治すか，ಇきながら治すか 
　ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜҩ療法人ࣾஂ߂෌ձਆా౦ΫリχッΫӃ௕ï࢈業ҩ療౷ׅð　　高໺　知थ

うつ病と認知症の鑑別と合ซを考えたద੾な治療 
　ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜฌݝݿ立ͻΐうごこころのҩ療ηンターҩ௕　　খా　陽඙

ඒ੓ӳࠤಐਫ਼ਆՊ診療Պ௕　　Ӊࣇ෎台病Ӄࠃηンターڀݚ際ҩ療ࠃ立ࠃどものうつ病をどう考えるかʜʜࢠ

ϓライϚリέアでうつ病をどこまでみるか 
　ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜࡾॏ大ֶ大ֶӃҩֶڀݚܥՊ臨床ҩֶ࠲ߨܥՈఉҩ療ֶ分໺ڭत　　஛ଜ　༸య

うつ病診療における஍Ҭ࿈ܞï࿈ܨðの可能性ʜʜʜʜʜʜʜʜ๺ཬ大ֶҩֶ部ਫ਼ਆՊ診療ࢣߨ　　大ੴ　　ஐ

うつ病はなͥ増えたかʜʜύナソχッΫ݈؅߁ཧηンターï౦ژðメンタϧϔϧスՊ౦ژ୲当部௕　　෌高ୢ一࿠

͏ͭප਍ྍͷτϐοΫε

　　　　　本߸の特集はʮංຬ症とメタϘリッΫシン
ドϩーϜʯ。ݹ代Ϊリシϟのҩ੟ώポΫラテ 

スは過৯と病ؾのؔ܎，ංຬとಥવࢮのؔ܎につい
てهड़しているという。ංຬڀݚにおいてはզがࠃ
がੈքに先ۦけて，内ଁࢷ๱ܕංຬを提唱して30೥，
アディポサイトカイン֓೦を提唱して20೥が経過し，
このؒੈքをリードしてきたことはप知のごとくで
ある。ංຬに൐って，糖೘病，高血ѹ，メタϘリッΫ
シンドϩーϜ，骨ૈᱷ症౳が頻度を増すࣄが知られ
ているが，ٯに高ྸ期以߱に増えてくる認知症，サϧ
コϖχア，フϨイϧ，ޡᅞ性ഏԌなどは૫せや低ӫཆ

がࢮ๢リスΫとしてॏ要となり，体ॏをམとさない
がるとのΤϏデンスも示されるようにܨが௕णにࣄ
なってきた。高ྸࣾձをܴえた現代の先進ॾࠃで
は，খଠりは正常体ॏऀに比べて，૯ࢮ๢率が低い
というӸֶௐ査も示されるようになっており，BMI
とࢮ๢率のؔ܎は時代とともに変わってきていると
いうことだろう。ංຬと࿝化のؔ܎，ංຬのఔ度の
みをॏࢹした対ࡦではなく，ݮ量が必要なංຬと必
要でないංຬを۠別するという考え方にͮجく治療
֓೦などをؚめ，ࠓまでզがࠃがリードしてきたං
ຬ症のڀݚ・臨床のߋなる進าに期଴したい。 ïTð
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